
 

園舎改修工事と園庭づくりについてのご報告（第 2報） 

2025年 10月吉日 

保護者各位 

学校法人心月学園 理事長 松原道一 

みどりこども園 園 長 松原直俊 
 

いよいよ、園舎づくりが本格的に動き出します 

この夏に実施したボーリング調査を経て、いよいよ 10月 10日（金）より、園舎の新築工事に向けた仮囲い設置

が始まります。これまで子どもたちの声でにぎわっていた第一園庭も、いったん工事のための準備期間に入ります。

２００４年以降、お寺の平屋住宅の解体→園庭の芝生化と築山の造成→桜の木の卒園記念植樹→鉄骨ガレージ

の解体→金木犀の植樹→泥んこ広場や砂場など現在の園庭づくり→木々の植樹→複合遊具の解体とオクタゴン

ハウスの設置…と、変化し続けてきた空間がさらに生まれ変わる、その節目を子どもたちとともに大切に感じながら、

この歩みを進めてまいります。 
 

今後の主な予定（天候や工事の進行により日程が前後する場合もあります） 

時期 内容 

10月 10日（金）・11日（土） 建築エリアの仮囲い設置 （以降、第 1園庭は立ち入りできません） 

10月 17日（金）・18日（土） 遊具（砂場・オクタゴンハウスなど）の移動・保管 

10月 20日（月）〜24日（金） 樹木の移植（第 2駐車場山側へ仮移植） 

10月 30日（木） 正門石柱の移動・保管 

10月 30日（木）・31日（金） 第 2駐車場に建築業者の現場事務所を設営 

11月 4日（火）午後 地鎮祭（工事の安全を祈願して実施予定） 
 

これらの作業を経て、11月より本格的な建築工事が始まる予定です。  
 

●登降園・駐車場の利用について 

工事期間中は、第 2駐車場（園舎南東側の山際の砂利の駐車場）が使用できなくなります。 

そのため、現在、園バスが止まっている場所の南側（元お風呂屋さんの木材置き場）を、新第 2駐車場として 

利用いたします。 現場事務所や資材搬入車両の動線と重ならないよう、関係者とも安全確認を重ねております。 

※新第 2駐車場の案内図は裏面をご覧ください。 
 

●遊びの場をつなぐ 第 2園庭での新しい時間へ 

10月 14日以降は、これまで第 1園庭で行っていたお迎え後の園庭あそびも第 2園庭に移行します。  

環境の変化はありますが、子どもたちにとっては“新しい発見や関わりが生まれるチャンス”でもあります。 

子どもたちとともに、遊びの場をつくり直しながら、変化を前向きな経験として受けとめていきたいと思います。 
 

●保護者の皆さまへ 

園舎づくりの歩みは、子どもたちにとっても私たち大人にとっても、かけがえのない学びの時間です。 

少しずつ変わっていく環境を通して、変化という時間の豊かさを子どもたちが感じ取ってくれることを願っています。 
 

●登降園の動線変更計画について 

  10月 14日より、現在の正門（北東側）と北側の通用口が使用できなくなります。 

杭工事が始まるまでは、東門（らせん滑り台のあるところ）がメインの出入り口になります。 

杭工事以降は、安全対策として、園舎南側のテラスからの出入りを検討中です。 

しばらくの間、ご不便をおかけしますが、引き続き、ご理解とご協力をお願いいたします。 

※登降園動線変更の案内図は裏面をご覧ください。 
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お迎え後の第二園庭遊びについて 
 

お迎え後に第二園庭で遊ぶ場合は、必ず保護者の方が見守ってください。 

子どもだけで道路に飛び出すことのないよう注意してください。 

第二園庭に出入りの際は、その都度、バーをコーンにかけてください。 

10分以上 遊ぶ場合は、第３駐車場に車を停めてお迎えをお願いします。 

日の入り後は第二園庭内が暗いため、利用はご遠慮ください。 

東門 

10月 14日（火）以降の 
周辺環境の変化イメージ図です。 
工事の進行状況により、随時 
変わっていく部分があります。 
 
当面の間、園玄関への動線は 
東門を出入り口として 
赤色の矢印       の通路を 
お通りください。 
杭打ちの段階で、動線の再変更を 
検討しています。 
 
ご協力よろしくお願いいたします。 

仮
囲
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駐車場内の道路に面している部分 

（8台分ぐらい）をご使用ください。 

奥は建築関係者の車両等が入ります。 


